



















































































































































































































































































む く ろ じ
患子（実みは「子が患わ無い」と
いう縁起物。数珠の材料）などの大木が立ち並び，その姿には圧倒されます。平成28年公開の映画「ゆず
の葉ゆれて」のロケ地にもなりました」と，南方神社の来歴と境内にある無患子について説明している9。
9 「ゆずの葉ゆれて」はオール鹿児島ロケをおこなっており，特に喜入では南方神社を始めメインのロケ地として各所で撮影がな
された。近年では，これらのロケ地などの舞台となった場所をめぐる，いわゆる「聖地巡礼」が盛んである。このようなロケ地
になることで，地域の新たな魅力や資源が誕生している。このあたりの事情については，岡本健編著（2015），『コンテンツツー
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なお，スタンプラリー当日は，この無患子の実を学生が手にして解説をおこない，参加者の景品としても
用意している。南方神社は，「喜入南方神社周辺の森林」として「かごしま自然百選」にも選出されている。
石垣は，近代の石垣の中に近世にさかのぼるとみられるものも残っており，当時の地域の技術がどのよ
うなものであったのかを物語る貴重な遺構であり，この地の景観を形成している重要な要素にもなってい
ることから，スタンプポイントの一つとした。普段は当たり前に存在しているので，それほど意識しない
ものに対しても，この機会に関心を持ってほしいという意図からである。
喜入旧麓の鎮守である南方神社 当時の技術の高さがうかがえる石垣
それぞれのスタンプポイントには学生とともに住民が立ち，学生が地域資源の解説をおこない，住民か
らは身近に住んでいるからこそ知っている話などをしていただいた。台紙にスタンプを押すだけではな
く，ポイントにある地域資源に関連したクイズを出題し，正解した参加者には台紙にシールを貼った。ス
タンプやクイズをしながら，学生や住民と参加者がコミュニケーションをとる場面がスタンプポイントご
とにみられた。学生は歴史的な景観を演出するためと当時の雰囲気を出すために時代劇風の衣装を着用し
た。このことは後述するアンケートの結果でも好評を得ている。
　
スタンプラリーの様子（参加者への学生たちの解説やクイズ）
ルズム研究―情報社会の観光行動と地域振興―』，福村出版。
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スタンプラリーの様子（台紙にスタンプを押す学生と会場に設置されたのぼり旗）
３．アンケート結果からみえてきたもの
当日，参加者と企画の側に参加した旧麓住民にアンケートの協力をお願いした。回答を得たアンケート
の集計結果から，項目ごとに分析をおこないたい。
まず，スタンプラリーの参加者のアンケート回答者は49名であった。アンケート未記入の参加者もいた
ので，実際にスタンプラリーに参加した人数はこれよりも若干増えるものとみられる。参加者の一番多い
層は60代以上で3分の1を占めており，50代以上を含めると約半数を超え，40代以上でみると約3分の2にな
る。このように比較的高齢者が多かったのであるが，小学生が2割を占めている。自治会や校区の小学校
に呼び掛けた結果，一定数の小学生が参加を得ることができた。
また，居住地域については，校区外からの参加者が半数を占めた。一方で，会場である旧麓地区の参加
者が2割，同地区が所属する喜入小学校の校区内からの参加者が3割で合計すると約半数になる。イベント
を何で知ったかについては，複数回答であるが自治会の回覧が多かった。それ以上の約半数が知人に聞い
たり誘われたりというものであり，いわゆる口コミがかなりの数に上った。その他としては，「学校から
の配布プリント」が3，「小学校からの配布プリント」が１，「大学」が1であった。
今回のイベントについては駐車場の確保などの問題があり，当初から大人数の参加者を設定せずに，地
域住民を中心とした参加を考えていた。したがって，広報についてはマスコミなどを通して大々的にはお
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こなわず，主に自治会の回覧版と小学校を通しての広報をおこなった。そのため，地域住民の参加者がほ
とんどであろうと予想していたが，地域外からの参加者が約半数近くになったことは想定外であった。そ
して，その地域外からの参加者の多くは，おそらく旧麓住民から聞いたり誘われたりして参加したであろ
うことがアンケート結果から読み取れる。
　
また，スタンプポイントは6ヶ所設置した。詳細は後述するが，いずれも地域資源としてその魅力を伝
えたい場所である。スタート地点のふれあい広場からスタンプポイントを経由してゴール地点の旧麓研修
センターまで歩くとその距離は約2kmであり，ゆっくり巡っても1時間以内で回れる距離である。これら
の設定については，スタンプポイントの数も歩いた距離も「ちょうど良い」が8割を超え，「多すぎる」や
「長すぎる」は若干名にとどまった。むしろスタンプポイントも歩いた距離も「少なすぎる」「短すぎる」
とする意見が1割を超えており，もう少し規模の大きなスタンプラリーを望む声があった。今後の検討課
題ではあるが，今回のスタンプポイントの数や距離設定は，多くの参加者に良い評価を得られたことがわ
かる。
　
参加者の感想としては，複数回答で115件の回答が得られた。肯定的なものでは，喜入旧麓のことを知っ
たり見直すことが出来て良かったというものや，初めて知ったことや場所を発見できてよかったという意
見が多かった。さらに，次回このようなイベントがあったらまた参加したいという回答もかなりの数に
上った。そして，これらの三つの設問は回答者が重複して〇を付けている場合が多かった。したがって，
今回のイベントを通して喜入旧麓を知ったり見直したりすることができた参加者，あるいは初めて喜入旧
麓という場所を訪れたり知った参加者たちの多くが，次回もこのようなイベントがあれば参加したいと感
じたことがわかる。
その傍証として，その他は「感じた内容をお書きください」という自由記述であったが，その回答とし
て，「年内晴れた日にもう一度来たい」「春のあたたかいときにまた来てみたいです」「香梅ヶ渕に行けて
良かった。また晴れた日に行きたい。喜入駅から歩いて周れるルートを作ってカフェでもあればいいなと
思います」というように，イベント当日が雨天であったころから，天気の良いときにまた訪れたいという
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記述が多かった。それ以外は，「雨の中ボランティアを含めスタッフの皆様ご苦労様でした。ありがとう
ございました」という感謝の言葉があった。このようなイベントに参加する意思がある時点で，もともと
興味関心があったということは容易に想像できるが，地域の魅力や地域資源に実際に触れることで，その
思いが強まったとみることができる。同時に，そのような関心を持った参加者に対して，一定の満足感を
与えるイベントになったことがわかる。
参加者が巡ったスタンプポイントは，それぞれ地域の魅力となる地域資源に設置したが，それらの中で
一番良かったものを答えてもらった。その結果，良かったという回答が最も多かった地域資源は，名勝地
である「香梅ヶ渕」である。約半数の参加者が一番良かった場所として選んでおり，その支持は2位となっ
た「南方神社」や「肝付家墓所」を引き離して圧倒的な関心を引いたことが分かる。これは，歴史的な伝
説を残していることと優れた景勝の地であることによるものであろう。また，「肝付家墓所」は喜入外城
の領主（地頭）であった肝付氏歴代の墓地である。五輪塔を中心とした近世初期から近代までの大型の墓
石がずらりと並んでおり，壮観を呈している。一般的に墓所というと近づきがたい印象を持つ人も多いが，
ここを一番よかったところに挙げた参加者が2割近く存在した。このような事実は，そのような墓所でも，
見方や提示の方法を工夫することで地域資源として魅力的な存在になりうることを示している。その反
面，「外城」が置かれた地域では，代表的な景観として認識される「武家門」については，喜入旧麓地区
でも景観重要建造物に指定されている「牧瀬家武家門」があり，そこをスタンプポイントに設定して解説
もおこなったが，それほど支持を得られなかった。
　
他に，スタンプラリー自体への自由記述欄に書かれた意見を列挙すると，次のようになる。おおむね肯
定的な意見が多く，参考になるものばかりであった。
・道あんないがほしい　・喜入駅からの道案内が分かりにくかった　・学生のコスチームがすてきで
した　・一つ一つの場所の説明がとてもよかった　・楽しかった　・水路のある町並みも趣きがあっ
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てカフェやレストランがあれば人が来ると思います　・今度またゆっくり散策したい　・楽しかっ
た　・スタッフの皆様，お疲れさまでした。あいにくの雨ではありましたが，色々なことを知ること
が出来ました。普段は国道を通り過ぎるだけでしたが，次回は少し違う思いで通る事が出来ると思い
ます　・雨の降る日となり少々残念でした。又，天気の良い日にゆっくり歩いてみたいと思いまし
た　・特にありませんが足の不自由な方々はどうだったでしょうか？肝付家のお墓など階段が多いで
したが…　・国道から少し奥に入っただけで，このようなすてきな街なみがあると初めて知ることが
出来ました。今回のイベントはとても楽しかったです　・現地での説明をもっと詳しく（特に肝付家
墓地）。「香梅ヶ渕」で晴天時の写真が用意されていて良かった　・紅梅娘，武士と要所に人物を配置
したのはよかった　・住所と離れていることもありなかなか訪ねる機会のない町だったのでいいチャ
ンスに恵まれました　次回は天気が良いといいですネ　・もっと大々的にピーアールしていくべ
き　・範囲を拡大して喜入地域全体の行事にすればより望ましい　・60代ですがもっと高齢の方々は
神社まで大変かな～？　・たのしかったです！！　・たのしかったです　（すべて原文のまま）
次にこのような地域や行政との活動に大学や大学生が関わることについてどのように思うか，参加者に
たずねてみた。その結果，回答者全員から肯定的な意見を得ることができた。特に「非常に良い」との回
答が8割という高い割合を占めたことは，嬉しい結果である。
同様に，今後も大学や大学生が地域に関わっていくことについてどのように思うかという質問に対して
も，回答者全員が肯定的な考えを抱いていることがわかった。積極的に関わるべきとの意見が約8割を超
えており，今回の関わり方を目の当たりにした参加者から，今後も関わるべきとの意見をいただけたこと
は，今後の活動を考えるうえでも大変参考になるものである。
また，大学生の今回の活動に対する感想や意見を自由に記述してもらう設問に対しては，非常に多くの
意見があった。以下に，それらを示す。
・わかりやすい説明で非常に良かったです，ありがとうございました　・わかりやすい説明で良かっ
た　・若い人たちがいると華があっていいと思いました。町おこしなどで関わる活動は多いと思いま
すが，一過性で終わらず，何を残せるか（地域・学生双方に）が大切だと思います。ゼミとしての成
果もみてみたいです　・おもしろかった　・説明も分かりやすくて楽しかった　・態度が気持ち良
かった，準備が遅かった　・地元の方からの協力を得られ，より歴史が身近なものとしてとらえられ
良い活動と思われます　・大学生の方が説明して下さり，とてもよかったです。特に着物やはかま着
用 good です　・とても楽しそうでイキイキとしていて学生自身もこの地がすきなんだなぁと感じま
した　・色々な説明などが分かりやすくてよかった　・大学生の皆様がイベントの為に積極的に活動
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されているのを見て，とてもすごいなと感心しました。これからもこのように地域の方々と交流する
機会を続けていって欲しいと思います　・にこにこ楽しそうにしていて和みました。学生が地域の方
とそれ以外の方の間にちょうど立って外から参加しやすかったです　・対応が上手だった。色々と質
問された時の想定をもう少ししたほうがいいと思う　・大学生が愛想よく対応してくれて好感がもて
た　・よく勉強している　・準備，説明など大変だったと思います。ポイント，ポイントで元気が出
ました　・積極的に地元と関わって地域の良さを学生の視点から情報発信していくことが重要　・旧
麓以外の史跡を調べ活用して欲しい　・先にしっかり予習してくれて良く判りました　・若い方々が
参加されているだけで元気をもらえるので関わり方うんぬんより参加して頂いているだけでも充分良
いと思います　・とてもいいきかくで楽しかったです　・親切でした（すべて原文のまま）
これらの自由記述欄の意見は参考になるものが非常に多かった。イベントでの学生の役割や，今後の地
域へのかかわり方に関する肯定的な集計結果となったが，これらは自由記述で「一つ一つの場所の説明が
とてもよかった」「紅梅娘，武士と要所に人物を配置したのはよかった」「学生のコスチームがすてきでし
た」「大学生の方が説明して下さり，とてもよかったです。特に着物やはかま着用 good です」「とても楽
しそうでイキイキとしていて学生自身もこの地がすきなんだなぁと感じました」という意見に，その理由
がうかがえる。学生がスタンプポイントで説明をおこなったことで，ただ単に機械的にスタンプを集めて
回るという作業にならなかったものとみられる。その学生たちが時代劇風の衣装を着用し，当時の時代を
イメージしやすく工夫していた点も，イベントの雰囲気を良くする効果があったとみられる。
また，「学生が地域の方とそれ以外の方の間にちょうど立って外から参加しやすかったです」との意見
からは，学生が加わることで，結果的に学生が参加者と住民との間をつなぐ役割を果たしていたことが明
らかになった。学生が間に入ってワンクッションおくことで，参加者と住民がスムースに交流できたとい
う見方ができそうである。
次にスタンプラリーの会場となった喜入旧麓地区の関係者に対してアンケート調査をおこなった。今回
のイベントの主催は旧麓自治会，共催が鹿児島国際大学と鹿児島市（都市景観課）であったことから，旧
麓自治会から多くの住民が迎える側として参加した。
今回のアンケートに回答していただいた旧麓住民の年齢構成は，次のグラフのとおりである。50代以上
が半数を占めるが，約3分の1を超える10代の参加が目立っている点は注目される。スタンプラリーの主催
となった住民と一緒に親子で準備などに参加した子供が多かったのではないかと推測される。
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この住民に対して，今後も大学や大学生が地域に関わっていくことについてたずねたところ，ほぼ全員
から肯定的な意見を得ることができた。これはイベント参加者の感想と同様の傾向にある。しかし，詳細
にみてみると，どちらともいえないという意見も存在し，「積極的に関わるほうが良い」という意見は7割
弱であり，約3割は「できれば関わるほうが良い」であった。これはイベント参加者のものと比べると，
大学や学生が地域に対して積極的に関わることについての，内外の視点の差異とみることもできる。実際
に大学が地域に入って活動する場合，いろいろと地域住民との事前の調整が必要であり，さらに住民に
とっては，自分たちの生活圏の中に入ってこられるということもある。活動の趣旨や意図を良く説明し，
住民と話し合いを重ねるなどの調整や合意形成が重要であると認識させられる。
大学や学生が地域に関わるようになって，地域に対する思いがどのように変わったかという設問に対し
ては，「より一層好きになった」が最も多く約5割，次いで「好きになった」が4割であり，「変わらない」
が１割，「嫌いになった」はなかった。
大学がこの地域の活動に取り組むきっかけとなったのは，鹿児島市が目指す「景観形成重点地区」の指
定と関連して，住民とともに地域の魅力を探していくということであった。かりに行政が「景観形成重点
地区」に指定したとしても，その景観を維持していく主体は地域の住民である。その意味で，住民が地域
のことをより一層好きになったということは，非常に好ましい傾向であり，今回の活動が一定の成果を上
げたと言ってよいであろう。
　
また，大学や学生が地域に関わってからどのようなことを感じているか，という設問に対しては，複数
回答で興味深い結果が出た（合計は122件）。
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一般的にこのような活動の場合，地域の活性化といったものを求める場合が多いが，複数回答であるに
もかかわらず住民から「地域に活気が出てきた」という意見はそれほど多く出なかった。それを上回って
多かったのが，地域の魅力を理解したり再認識したりしたという意見である。これは，「地域に関心を持
つようになった」「地域をより好きになった」「地域の良さを認識した」「地域に対する理解が深まった」「地
域により魅力を感じるようになった」という意見であり，それぞれ10件を超える記入があった。これらは，
先の設問で大学や大学が関わったことで地域を好きになったという回答が多かったことと合致する。地域
に関心を持ち，その理解が深まることで，魅力や良さを認識し，地域を好きになっていくという流れの一
端が垣間見られる。
また，これらの意見で興味深かったのは，「学生とより活動したいと思えるようになった」「地域のこと
を知りたくなった」「地域により関わりを持つようになった」という意見のように，このイベントや準備
を通して，地域に何らかのかかわりを持っていくきっかけになっていることがうかがえることである10。
「学生とより活動したいと思えるようになった」という設問に対する丸印が多かったことは，前出の今後
の大学の地域へのかかわり方を考えるうえでもありがたい意見である。そして，これらの活動で当初は全
く想定しなかったのであるが，「地域がよりまとまってきた」という意見が9件あったことは，非常に示唆
的である。もともとこの活動が始まった当初の目的として想定していなかった効果が生まれていたという
ことになる。これについては，前出の参加者へのアンケートの自由記述欄で，大学の地域の関わり方につ
いて，「学生が地域の方とそれ以外の方の間にちょうど立って外から参加しやすかったです」という意見
があったことは，いみじくも今後の大学が地域と歩むべき方向性の一端を示しているものと考えられる。
おわりに
この喜入旧麓地区での景観保全に関する活動を通して，さまざまな興味深い点がみえてきた。それらを
列挙することでまとめにかえたい。
まず，地域資源を保全するということについては，最終的に同地区が平成30年3月1日付で景観形成重点
10 このように，外部の人間が地域に関わって，当事者や当事者とみなされていないような人々を含めた住民と話をしたり聞いた
りすることが，いわゆる合意形成に一定の役割を果たすとの指摘がある。今回の活動も，そのような地域の合意形成に何らかの
役割を果たしたことが推断される。このような効果については，西村幸夫・野澤康編（2010），『まちの見方・調べ方―地域づく
りのための調査法入門―』，朝倉書店。
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地区に指定されることになった。したがって，旧麓地区の景観自体は法的な保護を受けることになり，今
後，安定的に景観が維持される可能性が高まった。
「まち歩き」として実施したスタンプラリーについては，地元や行政の協力を得ながら学生が主体的に
企画し，提案に地域が賛同し実施の運びとなった。地域の課題を発見して，その解決策を考えていくとい
うフィールドワークの在り方を考えると，最終的に提案を実現させ，一定の目的を達成したということで，
学生の「学び」という点でも得るものが大きかった。スタンプラリーも，参加者から好評であり，次にこ
のような企画があった場合，参加しないという意見はごく少数であり，また参加したいという意見が多
かった。イベントに大学生が関わったこと，今後も関わることについても圧倒的に肯定的な意見が多かっ
たことからも，学生のかかわり方が参加者に評価されたと考えられる。
また，旧麓住民の方々のアンケート結果でも，学生が地域に関わることに対する肯定的な意見が多数を
占めた。ただし，今後については，参加者の場合よりも積極的に関わる方が良いという割合が若干減少し，
できれば関わる方が良いという意見が増えており，どちらともいえないという意見もあった。実際に自分
たちの生活圏に大学や学生が関わりを持つことに対して，当事者になる方々からはさまざまな意見がある
ことがわかる。地域での活動に際しては，これらの意見を尊重しつつおこなうことが重要であろう。
一方，大学や学生が地域に関わったことで，地域のつながりやまとまり的なものが出てきたり，地域が
そのような意識を持つきっかけとなったりしたことがアンケートの結果からみえてきた。これは当初想定
していなかったものである。旧麓地区住民は地区の年中行事も盛んで，もともと盛んに交流がなされてい
る地域であるが，一方で，新住民も増えてきている。今回は10代や20代など30代未満の若い世代が，参加
者，住民側の双方で3分の1ほどの割合を占めた。このイベントがきっかけとなって，既存の住民同士の交
流がより深まったり，世代間の交流や新旧住民間の交流が進むことになれ，イベントがもたらした結果と
して大変喜ばしい。本稿の中で香梅ヶ渕の秘話に関する紙芝居が上演された例を述べたが，大学による報
告会が，地域の活動や情報を披露したり共有したりする「場」にもなっている。
大学としては学生の「学び」が気になるところであった。これについては，イベント終了後の学生たち
のレポートの中で，「地域の方々との交流を通して昔の地域の状況などについても知ることができました」
「住んでいる町の人たちでも知らないことも多かったようで，私たちの話すことを興味深そうにうなずい
て聞いてくださった」「「喜入旧麓でスタンプラリーを行い，先輩たちの作った案がこれだけ多くの人とつ
ながり多くの笑顔を生んだことに感動しました」「年配の方から（中略），地元の知らないことも知れて楽
しかった，などと嬉しい言葉を頂いた」など，学生の活動が学生のみならず住民たちの地域理解を深めて
いることがわかり，それらが「多くの人とつながり多くの笑顔を生んだ」という結果になった。そして，
このような活動にやりがいを感じたという感想が多かった。フィールドワークとして考えると，自身の能
力について，多くの学生が実施前に比べると実施後に上がったと自己診断をしている11。また，学生たち
自身が，地域に関心を持つという段階から，さらに地域の課題を自ら探し出し，その対策を考えたいとい
う方向に意識が動いていることがわかる12。したがって，スキルの修得という面からも，また地域で活躍
11 文部科学省が平成25年度から「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」による取り組みとして実施している，「地域人材育
成プログラム」の『フィールドワーク活動記録ノート』の学生記述による。対象学生11名で，考え抜く力（計画の立案，計画の
実践），人と良い関係を作る力（コミュニケーション力，協調性），自分自身を伸ばす力（感情のコントロール，自主性・積極性），
地域への関心・理解・志向性（地域理解，地域志向）の合計8項目の能力について，5段階評価で自己評価したものである。5段階
評価の指標は，5大いにできる，4できる，3どちらともいえない，2できない，1全くできない，である。実施前の自己診断レ
ベルは各項目5段階評価で平均2.8であったが，実施後には3.8に上がっている。したがって，多くの学生がこの活動で自身のスキ
ルが向上したと感じていることが確認できる。
12 このような地域志向の科目（本学では基礎演習，演習などのゼミ）の導入によって，それを履修する学生が「地域が好き」と
いう直接的な履修動機から，地域の課題を考えたいという，より深い段階へと意識が変化している事例もある。本学でも，この
ような傾向がうかがえる。平知宏（2017），「大阪市立大学における「地域志向系科目」導入に伴う，学生意識の在り方」，『大阪
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する人材を育成するという授業の意味からも，この活動に意義があったということができる13。
なお，この喜入旧麓のような薩摩藩の「外城」であった地域は幕末に113ヶ所にも上る。外城の場合は，
どの外城も基本的な構造は同じであることから，そこに存在する地域資源にも共通するものが多い。今回
の喜入旧麓での活動は，他のかつて外城であった地域にも応用できる一つのモデルケースになる可能性が
ある。今後の地域との連携活動において，その実践を通してその点をさらに検証していきたい。
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